
河川砂防技術基準維持管理編（河川編）改訂について

１. 法改正等を踏まえた改定

河川法の改正に合わせ、河川砂防技術基準維持管理編
（河川編）の改定を行う。

• 河川法改正に伴う維持・修繕の義務化と、同政令等に
おける河川管理施設等の維持・修繕の技術的基準等
を反映

２. 「必須」、「標準」、「推奨」等の体裁の変更

河川砂防技術基準の適用上の位置づけを明確にするた
め、基準の適用上の位置づけを「考え方」、「必須」、「標
準」、「推奨」、「例示」に分類し、体裁を変更する。

３. 〔答申〕後の主な取り組みに伴う改定

「安全を持続的に確保するための管理」に対する具体的
な取り組みを踏まえ、河川砂防技術基準維持管理編を改
定する。

• 管理水準の持続的な確保のための対応
• 管理技術を継承する人づくり、仕組みづくりへの対応
• 技術開発の強化と積極活用への対応
• 戦略的マネジメントへの対応

４. 現場からの意見の反映

河川管理施設の維持管理は現場と密接な関係があり、現
場の意見を踏まえ、河川砂防技術基準維持管理編に反映
させていく。
５. 前回改定以降の要領、ガイドライン等の反映、関

連通知の追加

前回改定時（平成25年5月）以降に改定、新設した要領・
ガイドライン等について記述内容の整合を図る。

□今回（H27.3）の維持管理編（河川編）の改訂ポイント

区分
大河川
（直轄）

中小河川
（自治体）

適用上の位置づけ

必須 ◎ ◎
• 法令等で義務化されている行為
• 普遍的な事項

標準
○ ○

• 大河川、中小河川で実施するべき行為、
実施可能な行為

• 大河川では実施し、中小河川では行為の
実施規模・回数等の内容を適切に設定し
実施する行為

○ －
• 大河川では実施するべき行為（中小河川

については推奨行為）

推奨
△ △

• 実施により、より良い効果が期待される行
為

• 先進的な技術行為

－ △
• 中小河川においても実施することが望ま

しい行為（大河川では標準的実施行為）

例示 － － • 実施内容に対する具体的な事例

◎：行為を必ず実施する。
○：特段の事情がない限り、行為を標準的に実施する。

△：必要に応じて実施する。
－：区分に該当しない。（例示については行為とならないため“－”と表示）

【実施度合】


